
① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

参院補欠選の 

投票率、20歳代が最低 
年代別投票者調べ 

年代別 
有 	権 	者 投 	票 	者 投 票 率 ％ 

総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女 

20歳～ 
24歳 

25-29 

30-39 

40-49 

50-59 

60'-69 

70-79 
80歳～ 
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8円 
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303 

58 

20・28 

28・98 

36. 78 

41・71 

42・58 

45・39 

40・38 

29・46 

8.87 

29・39 

39・43 

47・09 

51・67 

55・56 

54・75 

49・17 

21・41 

28・64 

34・37 

36・63 

35・12 

36・33 

・2g・39 

18.24 

合 計 32,511 15・ly 17,354 11,980 6,355 5,625 36・85I 41・93 32・41 

6 月 17 日執行の参議院（県選出）議員補欠選挙の年代別投票者表 
十
歳
代
以
上
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
が
二
十
歳
代

（
二
五
歳
 

ー
二
九
歳
ま
で
二
八
・
九
八
督
、
二
〇
歳
ー
二
四
歳
ま
で
】
一

〇

・
二
八
督
）
 
は
最
下
位と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
結
果
に
対
し
市
選
管
は
「
当
市
も
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
は
も
は
や
例
外
で
は
な
く
、
政
治
木
信
や
無
関
心
な
ど

い
ろ
い
ろ
原
因
は
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
若
い
層
に
対
す

る
啓
発
活
動
に
努
め
た
い
」
と
い
っ
て
い
ま
す
．
 

青年団による棄権防止の啓発活動 
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今
年
の
夏
は
ひ
ど
か
っ
た
 

な
に
し
ろ
も
っ
と
も
水
が
ほ
し
い
時
期
に
 

雨
が
全
く
降
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
 

溜
池
は
澗
れ
川
の
水
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
 

あ
ち
こ
ち
で
雨
乞
い
の
噂
が
聞
か
れ
た
 

天
の
采
配
を
待
つ
ほ
か
は
な
い
け
れ
ど
 

お
ぼ
れ
る
者
は
ワ
ラ
を
も
つ
か
む
の
心
境
で
あ
る
 

し
か
し
天
は
よ
う
や
く
わ
れ
に
味
方
し
 

枯
死
寸
前
の
水
田
が
救
わ
れ
た
 

い
ま
た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲
穂
を
み
れ
ぱ
 

あ
の
渇
水
騒
ぎ
が
遠
い
昔
の
よ
う
な
気
が
す
る
 

久
し
振
り
に
米
の
値
も
上
っ
た
し
 

さ
あ
み
ん
な
が
ん
ば
ろ
う
ぜ
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市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
さ

る
六
月
十
七
日
お
こ
な
わ
れ
た

参
議
院
（
県
選
出
）
議
員
の
補

欠
選
挙
に

つ
い
て
、
有
権
者
の

ク
投
票
行
動

4
を
年
代
、
男
女

別
に
集
計
廿

別
表

甘
し
ま
し

た
。
 

そ
の
結
果
、
次
代
を
に
な
う
べ
き
若
い
二
十
歳

代
が
男
女
と
も
最
も
低
い
投
票
率
を
示
し
、
全
国

的
な
傾
向
で
あ
る
若
年
鳳
の
 
「政
治
に
対
す
る
無

関
心
ぶ
り
」
を
浮
き
ぼ
り
に
し
て
い
ま
す
。
 

調
査
は
、
投
票
者
（
一

一
、
九
八
〇
人
）
の
有

権
者
（
三
二
、
五
一
一
人
）
に
対
す
る
割
合
（
投

票
率
三
六

・
八
五
軒
）
を
二
十
歳
代
の
前
半
か
ら
 

政
治
に
無

関
心

？
 

八
十
歳
代
以
上
ま
で
の
八
段
階
に
分
け
男
女
別
に

集
計
し
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
結
果
、
男
女
あ
わ
せ
て
の
総
投
票
率
は
、
 

六
十
歳
代
が
四
五
・
三
九
督
と
最
も
高
く
、
次
い

で
五
十
歳
代
の
四
二

・
五
八
督
、
四
十
歳
代
の
四

一
・
七
一
督
、
以
下
ヒ
十
歳
代
、
三
十
歳
代
、
八
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驚
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響
跡
綿
細
舞認

費
 

秋
風
に
田
町
の
ポ
プ
ラ
並
木

が
葉
を
落
し
始
め
た
こ
の
頃
、
 

キ
イ
ー
、
キ
イ
ー
、
キ
イ
ー
と

モ
ズ
の
鳴
き
声
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
秋
立
つ
こ
ろ
か
ら

初
冬
ま
で
、
梢
に
と
ま
っ
て
鳴

く
い
わ
ゆ
る
「
モ
ズ
の
高
鳴
き
 

」
で
す
。
 

秋
に
な
る
と
モ
ズ
は
、
動
物

性
食
物
の
欠
乏
す
る
冬
に
備
え

て
、

一
定
の
な
わ
張
り
を
守
る
 

た
め
に
、
高
度
の
興
奮
状
態
で

高
鳴
き
を
す
る
の
で
す
。
鳴
く

位
置
も
見
と
お
し
の
ょ
い
高
い

梢
を
え
ら
ぶ
 
よ
う
に
 な
り
、
 

長
い
尾
を
上
下
左
右
に
円
形
を

描
き
な
が
ら
鳴
き
続
け
る
の
で
 

モ
 
ズ
 （

モ
ズ
科
）
 

す
。
 

モ
ズ
に
は
、
早
に
え
と
い
う

奇
習
が
あ
っ
て
、
樹
木
や
生
垣

の
尖
っ
た
小
枝
や
針
金
の
刺
（
 

と
げ
）
な
ど
に
捕
え
た
こ
ん
虫

を
刺
し
て
お
き
ま
す
。
 

冬
に
な
っ
て
、
こ
の
獲
物
を

つ
い
ば
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

多
く
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
 

主
食
と
し
て
、
こ
ん
虫
、
ミ

ミ
ズ
、
 ク
モ
、
 ト
カ
ゲ
、
 コ
ウ

モ
リ
、
蛇
、
魚
、
甲
殻
類
、
多

足
類
な
ど
の
動
物
質
の
も
の
を

え
さ
と
し
ま
す
。
 

市
民
探
鳥
会
 

」
 

▽
と
き
 
十
月
十

一
日
（
木
 
一
 

）
午
前
六
時
ー
七
時
 

▽
集
合
 
「
八
幡
宮
」
境
内
 

▽
準
備
 
メ
モ
帳
 
一
 

昨
年
十
月
発
足
し
た
財
団
法

人

「
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
 

（
増
田
桓
一
会
長
）
」
は
、
市

民
の
協
力
で
基
金
も
順
調
に
ふ

え
運
営
が
軌
道
に
の
っ
て
い
ま

す
。
 

こ
れ
ま
で
、
会
の
運
用
基
金

に
寄
せ
ら
れ
た
総
額
は
百
八
十

五
件
、
 一
千
六
百
七
十
二
万
余

円
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
金
の
な

か
に
は
、
大
町
の
小
林
ヒ
サ
さ

ん
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
の
十

万
円
を
は
じ
め
、
五
所
川
原

ロ
 

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
チ
ヤ
リ
テ

イ
シ
ョ
ウ
の
益
金
を
贈
る
な
ど

個
人
、
団
体
の
好
意
で
各
種
の
 

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
農
業
者

年
金
の
加
入
手
続
を
お
す
み
で

き
す
む
 

現
在
、
農
業
者
年
金
に
は
全

国
で
約
百
三
万
人
の
農
業
者
の

方
々
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
 

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

老
後
の
生
活
を
保
障
す
る
農
業

者
だ
け
の
年
金
で
す
。
 

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
て
、
大
正
五
年

一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
本
人
に
権
利
名
義
の
あ
る
 
 

浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
現
在
も
団

体
な
ど
か
ら
寄
付
金
の
申
し
出

が
あ
り
ま
す
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
、
教
育
振

興
会
の
事
業
は
、
教
育
の
ク
機

会
均
等

4
を
め
ざ
し
、
経
済
事

情
で
就
学
が
困
難
な
生
徒
に
援

助
す
る
こ
と
を
柱
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
入
学
料
と
授
業
料

の
相
当
額
を
給
与
す
る
高
校
奨

学
生
は
六
十

一
人
（
市
内
か
ら

通
う
生
徒
の
金
木
、
木
造
高
を

含
め
市
内
の
県
立
、
市
立
、
私

立
な
ど
八
校
）
と
、
三
十
万
円

を
限
度
と
し
て
入
学
仕
度
金
を

貸
与
す
る
大
学
奨
学
生
が
七
人
 

農
地
五
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業

経
営
主
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
三
十
ァ
ー
ル
以
上
、
 

老
後
に
備
 

五
十
ァ
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営

主

（集
約
栽
培
者
）
、
農
業
生

産
法
人
の
営
む
農
業
に
常
時
従

事
し
て
い
る
構
成
員
、
五
十
ァ
 
 

お
り
ま
す
．
 

こ
と
し
も
、
奨
学
生
の
採
用

は
、
明
年
二
月
、
学
校
長
を
通

じ
て
願
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
選
考
の
う
え
三
月
中
旬
、
 

採
用
候
補
者
を
決
定
す
る
予
定

で
す
。
会
で
は
、
ほ
か
に
文
教

施
設
の
整
備
費
の
助
成
、
学
術

研
究
な
ど
の
支
援
金
の
交
付
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
ょ
り
事
業
を
拡
大
し

多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
資
金
的
に
ひ
と
り

立
ち
で
き
る
ま
で
の
間
は
、
市

民
の
寄
金
を
得
た
い
と
思
い
ま

す
 
（寄
付
金
は
、
 所
得
税
法

の
特
別
控
除
、
法
人
税
法
の
損

金
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
 

）
の
で
、
ご
相
談
や
照
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
会
の
役
員
の
方
か

市
教
育
委
員
会
総
務
課
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

？

「
●
三
三
」」
！
て

？
三
1

ニ
〈
 

ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
後

継
者

（
ひ
と
り
）
が
希
望
で
加

入
で
き
ま
す
。
 

加
入
手
続
き

が
遅
れ

ま
す
 

え
て
 

者
年
金
 
 
へ
 

と
、
せ
っ
か
く
加
入
の
資
格
が

あ
り
な
が
ら
将
来
年
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
い
ま
一
 
 

人

権
擁
護
委

員
 

ニ
人

を
発

令
 

（九
月
一
日
付
発
令
）
 

青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
 

委
員
 

平
山
ス
ュ
氏
（
再
）
l
叩
屋

町
一
九
 

今
良
太
郎
氏
（
新
）
廿
浅
井

字
色
吉
一
六
八
 

'
l
一
三I

三
一ま
三
一
？

度
資
格
の
有
無
を
確
か
め
、
す

み
や
か
に
加
入
の
手
続
き
を
と

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

（
大
正
五
年
か
ら
大
正
八
年

生
ま
れ
の
方
は
急
い
で
く
だ
さ

い
。
と
く
に
、
大
正
五
年
生
ま

れ
の
方
は
あ

と
が
あ

り
ま
せ

ん
）
 

加
入
の
手
続
き
は
、
農
協
で

で
き
ま
す
。
 

加
入
に
つ
い
て
、
不
明
の
点

は
市
農
業
委
員
会

（
電
話
⑤
一
一

一
一
一
番
、
本
庁
四
階
）
、
農

業
協
同
組
合
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
 

県
民
手
帳
を
予
約

受
付
、
4
9年
版
 

▽
頒
価
 

一
五
〇
田
I
 

▽
発
行
 
十
月
下
旬
 

▽
予
約
締
切
 
十
月
十
五
日
 

プ
規
格
 
ポ
ケ

ッ
ト
サ
イ
ざ
 

（極
上
手
帳
用
紙
使
用
）
 

▽
装
頓
 
極
上
ビ

ニ
ー
ル
カ

パ
ー
（
セ
ル
窓
付
定
期
券
入
れ
 

名
刺
入
完
備
、
別
冊
お
ぼ
え
帳

付
）
 
▽
申
込
み
 
市
商
工
観
 

光
課
（
電
話
⑤
二

一
一
一
番
）
 

J
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農
業
 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 
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曜
日
を
除
く
）
 
驚
一
予
い
1
 

▽
入
居
者
の
 

鷺
王
む
 

選
考
 

鷲
筆
い
器
す

「
 

市
の
市
営
住

宅
管
理
条
例
第

八
条
の
規
定
に
よ
り
実
態
調
査

を
お
こ
な
い
、
市
営
住
宅
入
居

者
選
考
委
員
会
に
は
か
っ
て
決

定
し
ま
す
。
 

▽
入
居
の
時
期
 

十
二
月
二
十
日
の
予
定
。
 

扶
養
親
族
数
三
人
）
の
給
料
所

得
者
の
年
収
百
三
万

一
千
九
百

九
十
九
円
以
上
、
百
四
十

一
万

五
千
円
以
下
）
 

▽
住
宅
使
用
料
 

一
般
市
営
住
宅
 
第

一
種
（
 

日
の
午
後
、
日
 

▽
申
込
み
先
 

△ 

市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
（
電
話
 

⑤
二

一
一
一
番
）
 

▽
 

市
で
は
、
新
宮
団
地
に
建
設

中
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次

の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
募
集
期
間
 

十
月
五
日
（
金
）
か
ら
十
月

十
五
日
（
月
）
ま
で
。
 
（
土
曜
 

▽
入
居
者
の
収
入
基
準
 

第
一
種
収
入
基
準
 
月
収
三

万
円
以
上
、
五
万
八
千
円
以
下

第
二
種
収
入
基
準
 
月
収
三

万
円
以
下
 

八
標
準
世
帯
V

（
四
人
、
う
ち
 

簡
二
階
建
）
六
千
五
百
円
予
定

特
定
目
的
住
宅
 
第
二
種

（
簡

平
家
建
）
五
千
五
百
円
、
同
（
 

簡
二
階
建
）
五
千
五
百
円
 

▽
申
込
み
 

以
前
、
入
居
申
請
書
を
提
出
 

新
 
宮
 
団
 
地
 

い
。
 

建設中の市営住宅 

住宅の種類と入居の資格 

種別 構 造~ 規 	模 戸数 入 居 資 格 

1 階居間4.5畳 
1 種 簡 耐 台所 浴室兼物置 

一般 	2 階、寝室 6 畳、押〕 
2 階建 入、子供部屋 3 畳、 

住割 	押入 

居間 6 畳、寝室 4・ 
2 種平家建 5 畳、台所、浴室兼 2 
ー簡 耐 物置。一階台所兼居

間、浴室、物置 
母子二階建 2 階寝室 6 畳、押入 6 
目避三 	子供部屋 3 畳押入一 

1 、市内に居住または勤務
場所を有し同居親族のあ
るもの（婚約者含む） 

2 、住宅に困窮している者 
3 、市税等の滞納していな
い者 

4 、政令で定める収入基準
である者 

1 、配偶者のない女子で
現に児童を扶養し住宅
に困っている者 

18 

Jコ 

6 戸 

1 、65歳以上の老人とその 
居間 6 畳、寝室 4・6 戸 親族である60歳以上の配 
5 畳、押入、台所、 	偶者と児童で構成してい 
浴室兼物置 	 る世帯で、現に住宅に困 

っている者 
1 、 4 級以上の身体障害者
戦病著、恩給法第 1 款定
以上の障害者で現に住宅
に困っている者 

2 種 

老人
住宅 
2 種 

身障
者住 

害 

簡 耐

平家建 

簡，耐
ノ 

二階建 

1 階台所兼居間、 
浴室、物置 

2 階寝室 6 畳、押入 
6 戸 

子供部屋 3 畳、押入 

難
tf・

馴勺
者
ビ

集
 

中

『
 

庫
、
『
産
（
・

嘩
，
申
中
・
中B
 

一
 

喰
与
専
撃電
 

と
（！
ー
 
込
み

く
だ
さ
 

し
た
方
で
も
、
 

新
規
に
お
申
し
 

。フ
レ
ゼ
ン
ト
 

長
尾
柾
五
郎
氏
井
市
内
松
野

木
廿
は
老
人
憩
の
家
に
腰
掛
ァ

ン
マ
器
一
台
、
五
所
川
原
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
老
人
家
庭
奉

仕
員
に
強
力
マ
 
ッ
サー
ジ
ヤ
ー
 

五
個
を
贈
り
ま
し
た
。
 

寝たきり老人の 

医療費も無料に 

牙
 

と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
市
健
康
年
金

課
（
本
庁
二
階
、
電
話
⑤
二
一

一
一
番
）
 
にお
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

こ
と
し
十
月

一
日
か
ら
、
六

十
五
歳
以
上
の

ね
た
き
り
老
人

に
対
し

「
老
人

医
療
費
」
が
支

給
さ
れ
る
 
こ
 

③ 

愛犬には 
狂犬病の予防注射を 
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④
 

おしらせ 

▽
お
昼
 

昼
食
は
各
百
ご
持
 

参
願
い
ま
す
。
 

お
な
、
こ
と
し
の

施
設
見
学
会
は
今
回

で
終
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 写

真
を

募
集
 

'!
 

青
森
 

国
体
 

青
森
県
、
第
三
十
二
回
国
民

体
育
大
会
県
準
備
委
員
会
は
、
 

五
十
二
年
に
青
森
県
で
開
催
す

る
「
あ
す
な
ろ
国
体
」
 
の
ポス

タ
ー
と
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
 

▽
応
募
資
格
 

県
内
の
高
校
生
と
県
在
住
者

お
よ
び
県
外
の
県
出
身
者
 

▽
募
集
の
種
類
 

ポ
ス
タ
 
ー用
原
画
 
高
校

生
、

一
般
 
半
切
画
用
紙
ま
た

は
ケ
ン
ト
紙

（
七
O
疹
×

一
〇

八
乃
）
 

ポ
ス
タ

ー
用
写
真
 

一
般
（
 

三
歳
児
の
検
診
 

五
所
川
原
保
健
所
と
医
師
の

協
力
で
次
の
日
程
で
お
こ
な
い

ま
す
。
 

▽
対
象
児
 
満
三
歳
か
ら
満

四
歳
未
満
の
幼
児
 

▽
料
金
 
無
料
 

▽
診
療
科
目
 
内
科
 
歯
科
 

整
形
外
科
 

、
 

▽
時
間
と
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
か
ら
一
一
 

時
半
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
 

▽
十
月
十

一
日
（
木
）
毘
沙
 

門
、
松
島
 

▽
十
月
二
十
四
日

（
水
）
 

三
好
、
栄
、
中
川
、
飯
詰
 

▽
十
月
二
十
五
日
（
木
）
 

五
小
学
区
内
 

▽
十
月
二
十
六
日

（金
）
 

南
小
学
区
内
 

▽
お
願
い
 

発
育
状
況
を
お
き
き
し
ま
す
 

の
で
、
必
ず
お
母
さ
ん
が
く
る
 

よ
う
に
。
母
子
手
帳
も
忘
れ
ず
 

に
。
 市

 施
設
見
学
会
 

▽
と
き
 
十
月
十
七
日

（
水
 

）
午
前
九
時
」
干
分
か
ら
午
後
 

三
時
三
十
分
ま
で
 

▽
申
込
み
 
十
月
十
二
日

（
 

金
）
ま
で
。
は
が
き
に
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
書
い
て

市
情
報
課
ま
で
 

▽
見
学

コ
ー
ス
 
市
庁
舎
前
 

（
集
合
）
ー
駅
東
部
開
発
ー
松

島
団
地
ー
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
 

ー
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
ー
 

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
l
ー
 

飯
詰
ダ

ム
ー
新
宮
団
地
ー
衛
生

処
理
セ
ン
タ
ー
ー
市
庁
舎
の
順

で
す
。
 

,
 r

 

で
き
ま
す
 

▽
山
に
入
る
と
き
は
、
ふ
た

り
以
上
で
行
く
こ
と
 

▽
家
族
、
駐
在
所
な
ど
に
山

で
の
コ
ー
ス
、
帰
宅
時
間
な
ど

を
知
ら
せ
て
お
く
 

▽
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に

入
ら
な
い
こ
と
 

▽
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
行

動
を
 籍

麟
鷲
響
 

青
色
申
告
を
す

る

と
、
青

色

申
告
控
除
や
青

色
専
従
者

給
与
の
ほ
か
数

多
く
 
の特
典
 

年
齢
を
間
い
ま
せ
ん
）
三
十
五

が
版
以
上
の
カ
ラ
ー
リ
パ
ー
サ

ル
フ
イ
ル
ム
 

▽
締
切
 

十
月
三
十
日

（当
日
消
印
有

効
）
 

▽
作
品
の
送
り
先
 

五
所
川
原
市
岩
木
町

一
二
番

地
、
市
教
育
委
員
会
太
陽
と
雪

の
課
 

▽
発
表
 

十

一
月
三
十
日
ま
で
本
人
に

通
知
し
ま
す
。
 

な
お
、
応
募
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
同
課
に
お
た
ず
な
く
だ
 

'
 

が
あ
り
税

金
が
安
く
な
り
ま

す
。
 

た
と
え
ば
、
昭
和
四
十
八
年

の
所
得
金
額
が
二
百
万
円
で
、
 

事
業
専
従
者
が
妻
と
長
男
、
扶

養
親
族
子
供
ふ
た
り
の
平
均
的

な
お
店
の
場
合
、
青
色
申
告
を

し
て
い
な
い
人
の
税
額
は
、
約

二
十
二
万
六
千
円
、
青
色
由
山吉

を
し
て
い
る
人
の
税
金
は
約
七

万
七
千
円
と
な
り
、
十
四
万
九

千
円
も
安
く
な
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
経
営
の
合
理
化
に

も
役
立
ち
ま
す
か
ら
、
ま
だ
青

色
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
 

こ
と
し
か
ら
ど
う
ぞ
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

曳
g
い
。
 

第
七
回
市
民
 
戸
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
 

▽
と
き
 
十
月
十
日

（
体育
の

日
）
雨
天
の
と
き
は

十
月
十
四
日
 

▽
行
先
 
津
軽
富
士
見
湖
 

▽
集
合
 
市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
 

広
場
九
時
半
。
出
発
 

十
時
．
帰
着
十
五
時

▽
参
加
費
 
不
要
 

▽
持
物
 
お
に
ぎ
り
、
水
筒
 

▽
車
種
 
自
由
 

▽
参
加
者
 
原
則
と
し
て
小
学

校
四
年
生
以
上
。
 
そ
れ
以

下
は
父
兄
の
同
伴
を
要
し
ま

す
。
 

の
遭
難
防

止
 

秋
は
、
き
の
こ
採
り
シ
ー
ズ

ン
。
 不
案
内
な
山
に
入
っ
て
迷

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

山
で
の
遭
難
事
故
は
、
ち
よ
っ

と
し
た
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
 

煙が眼（ごしみる 
わら焼きはやめて 

秋になると、わら焼きによるニ2、モッグがまちを覆い、煙のた

めのどや眼を痛め、車の通行のさまたげにもなります。 

昨年十月施行した「市公害防止条例」 の二十六条は「どな

たも、燃焼にともなっていちじるしいばい煙や有害ガス、悪臭

の発生するものを屋外で燃焼することを禁ずる」 とあります。 

稲わらは、堆肥などの農林、畜産、その他良質のものはわら

工品、畳床資源として役立てるよう努め、やむを得ない場合で

メその日の天候や風の強さ、風向き、場所などを考え、住宅地

や病院の近く、交通の激しい道路のそばをさけ、他人にめいわ

くをかけないようご協力をお願いします。 
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